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研究要旨 

口腔の健康問題は多くの全身疾患の原因となり、またそれ自体が健康寿命に影響を与えることが

報告されているが、国民の歯科受診率は伸び悩んでいる。健康サポート薬局は地域住民の健康サポ

ートを具体的かつ積極的に行う機能を有しており、地域住民の“口腔”の健康サポートを行い、歯

科受診勧奨を勧める上でも、最適な立ち位置にある。我々の調査では、口腔の健康維持・増進に関

する薬局薬剤師の知識と自信度は不足していた。そこで、薬局薬剤師に対する口腔の健康サポート

に特化した研修プログラムを構築し、薬剤師に対する教育効果と有用性を明らかにした。併せて、

口腔の健康サポートを行う上で薬剤師が地域住民に説明するために必要な資材を、多施設介入研究

を通じて決定した。当該介入研究では、研修プログラムを修了した健康サポート薬局の薬剤師が口

腔の健康サポートを行うことで、地域住民の歯科受診率が改善することが明らかとなった。さら

に、文献調査に基づく考察からは、中長期的には健康状態の改善や医療費・歯科医療費の抑制に寄

与する可能性も示唆された。これらの結果は、健康サポート薬局の薬剤師による継続的な口腔の健

康支援の有効性を裏付けるものであり、今後、健康寿命延伸に向けた施策の一環としての活用が期

待される。 
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A．研究目的 

研究代表者はこれまでの調査研究により、日本

の薬局薬剤師は諸外国と比べて、地域住民の口腔

関連トラブルに対応することに自信が持ててい

ないことを報告してきた 1）。さらに、患者、歯科

医師に対する調査研究により、薬局薬剤師が口腔

の健康に参画するニーズを明らかにしてきた 2)､3)。

これより、口腔の健康サポートは薬局薬剤師の取

組むべき最重要事項の一つと考えられる。 

一方で、2015 年に策定された患者のための薬局

ビジョンにおいて、健康サポート薬局が定義され、

その機能として、地域住民の健康サポートを積極

的かつ具体的に実施することとされており、口腔

の健康サポートもこの中に含まれるべきと考え

る。しかしながら、これまで薬学教育モデル・コ

ア・カリキュラムには口腔領域は含まれておらず、

薬剤師が業務において口腔ケアに参画すること

はほとんどなかった。そのため、2022年日本口腔

ケア学会も、「薬剤師教育における口腔ケア領域

の充実および、臨床の現場における薬剤師の口腔

ケアへの参画が重要」とする大阪宣言を発出した

4)。現在のところ、健康サポート薬局が行う口腔の

健康サポート事業の有用性に関する研究報告は

存在しない。そこで本研究では、健康サポート薬

局の薬剤師による口腔の健康サポートイベント

による、地域住民の歯科受診率、口腔の健康状態、

さらに医療費に対する効果を検討した。 

本研究は 2 年計画であり、1 年目には薬局薬剤

師による口腔の健康サポートの医療費・歯科医療

費への影響を推計するにあたっての基盤となる

情報を得るために文献レビューを行った（分担研

究：歯科領域の医療費・歯科医療費に関する文献

レビュー）。また、これまでに行った薬局薬剤師対

象の口腔ケアに対する認識調査の成果は、本研究

の重要な知見となるため、その英語論文化を行っ

た（分担研究：口腔ケアに対する薬局薬剤師の認

識に関する先行調査の論文化）。さらに、1年目か

ら 2年目にかけて、薬剤師の口腔の健康に関する

知識、スキルの向上のための薬剤師研修プログラ

ムを構築した（代表研究：健康サポート薬局の薬

剤師を対象とした口腔の健康に関する研修プロ

グラムの構築と実施）。その上で 2 年目には当該

研修を受講した薬剤師による地域住民に対する

口腔の健康サポートの有用性に関する無作為化

比較試験（代表研究：健康サポート薬局の薬剤師

による地域住民に対する口腔の健康サポートの

有用性）を行い、その際に使用した資材から、薬

剤師による口腔の健康サポートに有用なものを

抽出した（代表研究：健康サポート薬局の薬剤師

を対象とした口腔の健康に関する研修プログラ

ムの構築と実施）。更に、無作為化比較試験の結果

から薬局薬剤師による口腔の健康サポートの医

療費・歯科医療費への影響を推計した（分担研究：

薬局薬剤師による口腔の健康サポートの医療費・

歯科医療費への影響）。 

 

B．研究方法 

1．健康サポート薬局の薬剤師を対象とした口腔

の健康に関する研修プログラムの構築と実施 

代表研究報告書（別添４）のとおり。 

 

2．健康サポート薬局の薬剤師による地域住民に

対する口腔の健康サポートの有用性 

代表研究報告書（別添４）のとおり。 

 

3．健康サポート薬局での口腔の健康サポートに

よる医療費・歯科医療費への影響評価の検討 

分担研究報告書（別添４）のとおり。 

 

C．研究成果 

1．健康サポート薬局の薬剤師を対象とした口腔

の健康に関する研修プログラムの構築と実施 

代表研究報告書（別添４）のとおり。 

 

2．健康サポート薬局の薬剤師による地域住民に

対する口腔の健康サポートの有用性 

代表研究報告書（別添４）のとおり。 
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3．健康サポート薬局での口腔の健康サポートに

よる医療費・歯科医療費への影響評価の検討 

分担研究報告書（別添４）のとおり。 

 

D. 考察 

 本研究により、健康サポート薬局に勤務する薬

剤師に対して、口腔の健康サポートの教育研修を

行い、口腔の健康の重要性を理解し、イベントの

方法を学んだうえで、口腔ケアと観察方法を実習

し、更にそれを薬局業務の中で実践することで、

口腔の健康に関する知識や自信、対応力があがり、

口腔の健康サポートを行っていく意欲も上がる

ことが明らかになった。更に、薬剤師が主体的に

口腔の健康について情報提供、啓発することで地

域住民の歯科受診率があがり、オーラルフレイル

が改善する可能性が示唆された。オーラルフレイ

ルと健康寿命の関連から、薬剤師が口腔の健康に

ついて地域住民に働きかけることでの健康寿命

の延伸に加えて医療費の削減に寄与できる可能

性があると考えられた。 

 

E. 結論 

 本研究で構築した研修プログラムを活用し、薬

局薬剤師に対する研修を実施することで、口腔の

健康に関する知識および支援に対する自信度の

向上が図られることが示唆された。 

さらに、選定された啓発資材を用いて地域住民へ

の介入を全国的に展開することにより、歯科医師

との連携を通じて歯科健診受診率の向上および

健康寿命の延伸に資するのみならず、医療費の適

正化にも寄与することが期待される。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 
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